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支部長就任のご換拶

情山 邦良 (昭00キ 機)

このたび 洩 所前支部長のあとを承り 多 賀工茶全千葉県支部長に任ぜられました

歴代支部長ならびに諸先輩つ`案めlLま した実績を顧みますとき 浅 牛非才のわたくしに

は身に4る 室責との想いがありますが 最 警を八くす所rrでぁりますので 多 資工表会

千葉県文部の皆tFのご指導とご支援をお願いいたします

当支部は昭和 31年 2月 に他支卸にさきかけて絞立され f・年は満的周年を迎える連

びどなりました こ の問 皆 様のご尽力によつて 者 集に発展してまいりました こ こ

にあらためて ご 支援蝠 'ま した皆様に 心 からなる敏音を前音を表しま汽

さて 当 支部は 会 員の観睦 交 流のjBを継供し 心 身の僕葉経侍のお役に立ちたい

との願いで ,1句  園 磐 史 球万歩 ゴ ルタの各同好全の活動を平成0年 BFから行つて

まいりました こ れらの会はO離 でもの気兼ねなく③集しくをモント~に 活発に活動し

ております そ して行事内容とスケジュールは学問2回 発行の会親でお知らせしていま

すので ど うか替って参llBされますことを希勲します ま た こ のほわ新 たな同好会を

立ち上げたいというど望望があれば そ れに応えるように努める所存です

残念なから い ろいろの事情により活動に縁加できない方など 会 報のみがf4という

方が 大 勢居られます こ れらの方々のために会繰の内容の充実に一層努力したいと思
います

千葉県支部は 台J設の 50年 の踊目に立っていますが こ れから先は決してぼ鳳満帆

どは行かないと患います こ れは全員の高節化に伴う全員数の減少および新規実会員の

減少傾向にあることにようもので い まや当支部も同窓会全般に共通の会員致通蕨化問

題に直面しているためです し たがつて 今 後の維持発展のためには 当 支部活動を一

層魅力あるものにして 全 員の積極的活動への書加を促す策を訴じなければなりません

そのために 皆 懐のお細志とご協力を&す るよう阪つています

当支部は学び舎を同しくした者のためにあるという意験の下 わ たくしは 目 的に冶
って鼓実に 公 正に選営をしていくつなりです 皆 様のご支援 ご 協力を幌りますよう

重いてお願い申し上げます

一ロメモ
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平成 17年度第 32回 千葉県支部総会報告

担当 【動貫部長 大 和口 企 画 山 形

平成 17年度の第 32回 千葉県支部絡会は 探 紡の美しいう月 23日 (士)にI「町の外房国定公
園内にある国民年生降接ヤンター

rそ
とぼう
"で
開催されました。

来質として 本 部型車長の村野井教授をはじめ他文節関係者 4名 を迎え 会 R26名 の参加
の下に 予 定鵬題の答繊がなされ 次 のような主要事項か 参 カコ者―同より承松されました。
1

2

3

H16年 度の活動報告及び決算書
H17年 度の活動針面秦と予算森
支部長の交代 鷺 所氏颯 23学金〉任期職子により 情 山氏Kng s。学問 前 幹事長)に

更に 明 石和夫氏 (昭″ 専金 東 大名誉教授〉より 「大学での教育 研 究四カ山811
と題して 大 学歓育の今吉 御 自身の研究開発分野であつたブラズマI「金伎簿と日本国内の
〕嗜lIの状況などについて 興 味深く特演頂きました。
来質代表として 本 部理事長 村 野井教授より最近の母校の状況について 大 学の独立法人
化による問題や個人情報保護法の施行による 同 意会活動の基本事項である名常産備の困難さ
発生など 直 面する新しい課題について紹介 報告がありました

懇親会においては 俳 句会 ゴルフ全 囲 暮会 史 跡方歩会より 成 績発表 表影や今後の貝
体的活動予定の紹介があり そ の後 会 長相互の想規 近況報告等をしなから 共 咲しい外房の

経の幸を嬢能しつつ 和 やかな一時を過ごす車が出来ました。
同想会活動のIILIヒのためには 会 員の支援協力が絶対必要条件です ■ 18年は千葉県支部
発足 50周年であ 千葉県内には約 650名の連絡を取れる会員が呂りますが 会 よの皆様には
是非誇行事にと加 酪力をして頂きたく 改 めてお願いいたしま曳 支部長の交代に合わせて

会報の最後の末―ジに紹介のように 幹 事のlg当も替わりましたので 会 員各位の一層の支援
をお願いし 有 憲後なう0周年か迎えられる事を期待しておりまえ



会員たより

16附 啄 田 正 夫 硬 痛 脚痛のため万歩会li不可能だかノ`スハイク会で母校をlj問し

てみたい 若 さを保つため 結 婚樋旗 仲 人をやっております 結

婚希望の方が居りましたらご紹介ください

1'金 地 域 ― 夫 脚 が悪く歩行囲軽となつています 遠距離出振が出来ませんので残

念てすが次席させていただきます

17精 市 東 志 郎 慢 性腰痛ど最近 i歩行も思わしくなく諸行事に接加出来ません 役

員詰兄のお骨折りに悪掛します

10機 小 林 秀 夫 体 雷喜く長距離の歩行田雑のため当分行事不稼力Dとさせていただ

きます み なさまによろしく

19機 H口  泰 勝 雁 病のためErルフ断念 残 合 !l lI復すれば再開する

10食 大 山 巌   小 生住居表示が3月 29日から下記のように変更になりました,
千葉県柏市高柳 17471

20機  鈴 木 友 生 者 lE智狼きく定のため歩くことが不如意で各行事に鬱"口できませ

ん ど 盛会を析合致しております

20通  白 鳥 忠 離 体 調不員の為欠席します

22機  関   敵 治 宝 跡万歩会(7カ 9/2111'26)参加出席 します.なつかしい母段が見

られるとに感激です 鷲 i今でもあるでしょうか

22 ht 山ホ 芳 正 体 調の快復が思うように行め申 しiまらく自重します

あせらfに

22建  明 = 和 夫 ― 冬越えてやれやれ 首 手の厳しい夏はどうなりますか、
2つ週 毒 遺 貞 一 法 事と重なり残念ながら欠席します 御 盛会を折ります

22電 安 選恵二郎 腰 稿定のため歩行困離ですが 自 動車自転革は注意して乗っていま

すので用足しはできます 支 部の皆震の近況等 i会線でわかり 心

弥く思つておりま十 皆 様によろしく

22船電 求木 政 掟 権 間板ベルニアを愚い痛みには譲りました 胃 もその為にはつてし

まいました。少しすつ1央復中です 残 合です

23機  川 口 浩 宗 年 令なりに元気です 皆 様の仰健康をいのってます

23逓  岩 下 晃   幹 事の皆さんお世海になります 徐々に老化現象を実態しておりま

すが 今 年ri絶会 (5月 28日 )と 第 4S回 史跡万歩会(1月 ,日 )に

参加いたします 初 書加てすのでよろしくお願いします。
23通  鈴 木 利 人 嘉 車 回史跡万歩会(母陵t■聞)参加します

25原  小 河 孝   県 の生産大学専攻科に進挙してを人同さを経字を勉強しています

25電 森  勇 一  今 年こそはと 出 席を強く希望しつつも 体 調不農が続いておりま

すので失|しいたしま十, どうぞ皆され健康にご留意を。
2う情 純 葉 信 彦 皆 さんに庄しくお伝え下さい 体 謂の維持に努力して居ります 韓

事さん大変ご吉労さまです

25常  小 笠原8夫  病 気入院の為皆様によろしくお伝え下さいませ。
26料  様 谷 造 夫 ま あまあ元気に過ごしていますか T度 予定が重なり欠席になりま

すのでご了承下さい。
2S原  橋 本 武 夫 法 回の史Fl万歩合に線方,させていただこうと思つて居りますぅ



28竜 山 □ 九   平 均存冷Fnl近にな 'ま したす年相応に過!し ております

をⅢ全 池 田 i膚― 税 所さん=吉 芳されて 1‐

29陶 大 な 正 夫 当 日lA榊のため大席し二十 ご 盛全をご‖合中しあ 'ます (含槻

に掲訳していたださました 声 日編集委員にお世話になりました )
29電 非 模 正   体 調打ビ「Fに野菜作リ ポ ク|"上に函暮と結llHI[しい日々を送ってい

ます 諸 ■の御健職を祈つて止みません

SO隣  日 ‖ 久   今 年もよろしくお臓いし■す

00原 こ 川 英 二 体 認気違いつつ″ホホンと唯 rFを週 =す ばかりの
一年になりそう

です

01■ 原 解 を 母 県 眠 次 は個展にりt戦 蔽 張つています
12毬 小堂 秋生 Ⅲ lt～糖床病にて東大n防 入院加療中です
02全 鷲疲 IF光 終を,(■ンアに出かける日と重なっているみ欠席させて頂きi十

又新学会は1月第2日1調口の場合i老人全"イi喜となって居る本は
席できません

J3在  薄 リト 篤 を 終 台 取ヽ件(旅行)とネッァン/し ますので 火 席致 し=す  皆 tRに

よるしく

31お機 |ヤ橋 后 8 景 近物作りつ`日のかたきにされるので 75ヤを過ぎて介護福|はのFl

家試験に本スし ポ ランテアをして属り■す こ|しi自分のlt‖Fの

たいど日亡満足のた,ど はって居るこの頃そ十

1〕用機 京岡 志 二 大 空返れて中し訳ありません 現 在千葉生に大学校の学生てす

01,F を 山 佑 労 所 要そ“全 懇 親会 i欠席 します
34窃 に 平 康 臣 役 賞の皆様ご者労さまてす い つも欠席ヤ4し まありません
37金 に 藤 博 泰 支 郎会確有難うござい■十
S白電 Jに子 フ 郎ヽ 512Sは東京支部の幹事をあり失|しします
39電 “ 本 一 夫 亡 無ル汰しています 元 気です
。OH電 "口 島巧一 空 跡方歩′`■ハイク合い出席の予定です
|l ll ●置 和 夫 6● イま 子に4凋 ～11月め休日う`集いのが大14です 今 後とR)■ろ

しくお機いいたします

16電 稚 を 良 勝 町 白や沖社毒の仕事で忙しい □碁大会に,1参 加 したいと思って
立ヽま・|

50河4H Ⅲ川 献  な りな"行 客孝加よ来 〔せん 十  日 と'lJttltのお手伝いでltff

管理しています

元伐 来 原 弘 明 nI岡 県ll津にお りますのマ出席できませた ょ ろしくお願いし■十

U召31年壱 師 引
U脅19専原  志 谷

ng 17専原 ヤ “

1旨22専捜 山 本

言卜 報

数雅壊 平 成 16年 12月

進 様  平 成 17年 【■

巌 様  平 成 ,年 3月

斉正様 平 成 17や o月

2,日 tlとさfLました
13日逝とされました
2'日逝去さ|しました

い 日逝とされ宮した
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ち` 1722元 (竹2万 2000「中|そ 杓 10分い 1

Lわ ない

1海の謝 '■11ヤ陽1て いたtl f■ 1口 12 Hi

‖1子月収 500元 (0う00円 | そ V)に外資千エア

ヨン製造工Frで氏Iと して的く係になつて 1

Ⅲ8時間でコ|(800元 (約1万円)木 山性宅

|

出所 :朝 日新印 05年 0■ 20日 朝刊



(10畳)に 住み 冷 暖房殺臨も舞い生活をましとしなければならない労働者が層る事をさ

れてはいけない

都市部に1■輩産が 15万～30方元 (195万ヽ390万円)の 「豊かな中流陪繊JかS育つて
いる 中 国帝年報 (日刊紙)に よると そ の比率 Ⅲ99年に1■全人日の lS%(2億 人)だ

ったが OJ年 は 19%(2億 5000万人)に 増え 毎 年 1%(1300万 人)ず つ伸びている

とV )ヽ 20年 に1140%に の1まるとの予測もある。
一事が万事とi言わないが こ のままでは 成 長の黒実である社会保降 雇 用 教 育

文化 衛 生面で地域 階 級問悟輩がさらに選行しないとも「Rらない

現在 現 指導部が 農 村部で確業税の廃止などほ遇処置を船して農民所得の向上をはか

, 内 陸の省 市 て 「都市化J維 遵や 声 婿制度の改革 (第四話 規 制緩和に向かう戸籍

制度接照)な どによる雇用機会の31出を■かつているのも 格 差是正による 「和諸社会J
の実現を見据えたものといえる
このほか 経 済成長の 「マイナス要因Jと しては 昨 年の電力不足に代表される輩源
エネルギー問題や衆境問題の先鋭化 さ らに事故や犯罪ク)多宅なども指摘できる

高度経済成長を続 する中国は 今 やアメリカに次ぐ世界第二位の石油消費国である 直

油国 (世界第6位 )な のに石横が足りない そ の原因の 1つが自動車の普及である こ こ

数年 自 動車保有数は毎年 2∞ 万台前後の本―スで増えている.
石炭を使う飲郷やセメント 肥 料をとから 電 機 電 子産業などへ産業構造が高度化し

たことも 石 油への移行を促している
中国は 1993年 に石Rbの純輸出日から純輸入

国になつた そ の後も石油輸入は景気の疲に影

澤されながらも に は右庫上がりで推移して唇

り 2010年 には原油ど石油製品て 計 2億 ト

ンを輸入すると予測されている

このtRな背景から な りふり格わめエネルギ
ー開発や西速を進める中国と 日 本の間のエネ

ルイー盛線も顛在化して来た 最 大の球案は

東シす海の日本が主張するBF他的経済水域

(EEZ)の 境堺線 (日中中間線)近 くで 中 国

が進める春暁″スロ (しゆんぎょうシス田)の

開寝問題である 04年 lo現 に北京で 東 シナ

海ガス日に関する第
一回の日中政府門臓勝が行われたが 中国側は具体的な資料も示さず

SiZの 境界問題を含めて日中双方の主授のなつ す合いに終始し fLq題解決の難しttのみが

残った
「和譜社会Jの 実現には 高 曖成長が前提となつているわけであるが こ れまでと大き

く異なるところは CDPの 拡大のみを追求するのではなく そ の分配が重視されていると

ころである 各 地域 各 階層で分配による格差綱整が必要ということになる 「先管論Jか

ら 「共同富裕Jへ の段階に入つたということである
「和譜社会Jの 建設はこれからが本番である 3月 の生人代に そ の設計口ど前提が提

示され 認 如された そ れは 五 つの 「嗣Fn ′` ランスのとれた発展Jを 目指すとしてい

噂 1… … ==お ||●0
い均 日 本0■ '

技

じ

出所 :種売新□“ 年 1lЛ O日 申刊

る
つまり 1 都 市と農村

2 地 域と地域

3 経 済と社会



4 人 と自体

5 国 内発展と,i'卜開放
である 具 体的に 工 格 差足正 府 敗扶嘉 環 境保全などである 「人民のために 地 域

階層問て謂和と本ランスのとれた発展Jを 目指す 輛 譜社会Jは  十 三倍の人口を抱える
,国 の 「ユー トビアJ(理 想郷なLr界)と ぃぇる' もヽ知れない

第六話 友 好を語る前に 今 こそ中国幻想を捨てる｀し

日本人と,国 人は同しように見えても 一 歩なわ“こ略み込んてみると 行 動の動機コ`ま

つたくと う 同 じ環境に対 しても 日 本人と中国人 ユ同じ人間どt言 えないにど 反 lt力`

こ うのである そ れを日本人ヽ中国人ヽわかつていない

中国人独特の行 ll様式をII●らわす「指未資祝J(シツウネカイ)ということわざかあるが

中国人(■ 本 当に攻撃したい相手てはなく ま つたくと う方を指 して鷺るという言味であ

る

◎中国大陸に存在していたのは 「個人Jだ け
われわれ日本人 ,何気なく 「中国Jあ るいは 「Ⅲ国人Jと いう言葉を使うが 矢 は 20

世紀になる=て  ,国 大健に , 中 国という国家|●なかったし 中 国人という概念もなか
つた ,本 人 ユ い つも日本を音論し 日 本人であることを自党している こ れはあまり
にも当たり前の=と で そ うてきない人 i有 り得なt、 だ から人間たるもの だ れもそう
だとはじ切っている

ところが中国人ユ連う 中 同人は 自 分か中同人であることを普通ヽ自覧していない

な十年もの間 あ の広大な大性に,在 していたのは た だただ 「個人Jだ けであった 中
国大陸に住んでいた人々にどって 自 分たけれ`煩りであり 自 分を守ってくれる国家カミ存
fIするなどとi 字 にも思っていなかった そ のようrr状況の中て生み出されたのが 「中

国人Jの イi助原理とのたから そ れ ヽ当然のことながら 徹 底した何人主義とならぎるを
件ないつた

③中国文明の要慕
それて ユ 「中国人Jそ のものヽどこから来たのたろうわ、
中国人とは諸和bLな接触 混 合して形成した都市の住民のことであり 文 化上の概念て

あって 人 在としては 「蛮 東  戒  秋 J(ン ン` イ  ジ ュ, テ ■)の 子rrである
どらに言うなら lL字 を理角“する人間が 中 国人となつたt7である

漠字は 異 民族Ⅲ核融する治陽盗地て と う言語を話していた人々の交易めためのり1迎

語として発展した ,=,ら  漂 手の古' にヽは 名 i寸や動詞の区別fitく 接 頭辞や接尾辞

もなく 時 rlもない ど 六夕な‖同春て並本てもいい こ れは マ ーケット ラ ンタージの侍
弦である こ のにいに 日 常の話しこと■をどんなに' 十ヽす宮ほitていても 原 字を学‐ば

中国人と見なされることになった

われわれ日本人は ひ ●がFfや"タ カナという 便 利な表吉文字を持っているので に
とんをたれてもか漢手を荷tiと がてまる と ころが 模 キだ|すしかrFかつた中国で1■
膜字を使う=と 力ヽてきるの1ま い うの時|(ても 一 握 りのエリー トだけだつた た くされ
の漢字を■んで こ れを使いこなすことかてきちには か なりな掬荘指敢を必要とする

教育には金も暇ヽか力るのモ 誰 てもてきるわ |てはない た から 中 国では 「読書人J
と呼ばれる人間だ|すか 本 当の中国人であつて ,日 の慣域でgら していても 漢 字を知

らないT層 の庶民 i 技 際に,「 夷取J うつかいを受けて=た



このような中国の2重 lF造は そ のまま射 にヽも生き残っている。現代中国でも都市簿
と農村婚にはっきりと分かれていることは か つての 「中国人Jか｀「都市民jで あつたこ

との名残りであるし 共 産党幹部とか指導者というのが およっての 「読書人Jの 役コを果
たしているといえる。

③コミュニティーの連うは人は鼓も同然

そういうわけで 中 国人のメンタリティーの中には 実 は国家とか民族というものが十

在しない か れらにとつての 「世界Jと は か つては城壁に園まれた都市に祭徴された

狭い閉蝕空間たつた そ の開鎖空間を1歩 出れは そ こは 「蛮族Jが 住む異世界である。
かれらはそうやって二千年も生言てきたのである
このような中国人の世界観がjts的にあらわれているのが 世 界中に4f花するチャイナ

タウンである 中 国人は海外に移住しても 中 国人だけの開鎖空間を作って そ こに住も

うとしてきた。そして で きることなら中国人同志だけで南売をやつていけれはいいと隠
つている そ れも 同 郷人向とならなおいい。その好例を サ ンクランシスコのチャイナ

タウンに見ることができる。この町の中国人地域は 全 米のなかでも最も人口密度が高い

ことで知られている 恐 ろしく狭い地域の中に ひ しめさあつて中国人が暮らしている。
したがって 生 活残境としては最悪である だ が そ のような悪環境の中で暮らしている
のは決してわれ らが貧しいからではない い くら金持ちになつても 彼 等はいつこうにチ

ャイナ タ ウンを飛び出そうとしない。それは 中 国人にとつて 狭 い空間の中ほど心安
らぐものはないからである。
大家族の中で暮らすのが理想 こ れは一見すると非常に実しく種しく 態 かしい話に開
こえるかもしれない。 しかし 日 本人とまったく違うのは 中 国人の場合 こ れは票を返

せば 同 じヨミュニティーに属さない人間はまつたく信用しない と いうことにつながる

話である
つまり 他 人はすべて敵であり lb断 をすればいつ寝首をかかれるかわからない と い

う考えが 中 国人のメンタリティーの中に字国として根ざしているのである

中国人の考え方の中に ヨ ミュニティーが達 )他人は敵も同然 と いう発想力`生まれた

のは あ の広い中国では 住 んでいる世罪が連うというのは 言 楽が連うということを意
味しているからである。中国語には 北 京語 上 海語 福 建語などがあることは日本人も

知っているが 実 陳にはもっと言語は細分化されている。

◎必籍としての 「弱肉強食の世界j
日本人はごくおおざつばに中国大陰の住民を f中国人Jと 呼んではばからないが 福 建

省の人間にとつて 北 京に住んでいる人間を同属ど見なせるものだろうわ、 むしろかれら

にとつて 北 京の住民は 日 本人と同じように 「外国人Jな のである。ちなみに 中 国語
では白人のことを 「洋鬼J(ヤ ングイ)と 呼ぶことがあるが こ れはまさしく言い得て炒で

ある 中 国大陸に住んでいる人間にとつて 「外人Jと は他の省の人間のことで 肌 の色の

選うヨ人は 人 間の範崎にも入れてもらえないのである。「鬼」とは中国語で 「幽盤J「ば

けものJと でもいう意味である
このように 「自分の住んでいる家を一歩出れば ま わりにいる人間はす本て散であり

自分の寝古をかこうとしているJと いう人間翻が生み出すのは い うまでもなく 「弱肉強

食の世界Jで ある 他 人からつけ込まれる前に 他 人の弱みにつけ込め と いうのが中国

人の行動原理の第一条である。

0最 大のタブーはは人に弱みを見せること



Ⅲ国人任会において 最 大のタブーは也人に功みを見せることである そ れは普通の言
1東での弱点 短 所ばかりで iな い 例 え工 他 人に対して観切であるというのも弱みにな

る 人 を規わないような善良な人間ほど つ け込まれやすいものはない ま た 告 長な者

も 「傷つ すられや十(」 ″)である お つとりtFえているというとをi そ れだけ奇襲攻蝶

に弱いという車である

このような窃点を持っている人間に 中国て i尊敬されない た洋とかまえているの力`

中国流の大人であると思つているの ■日本人だけである 中 国人仕書において最も望まし
い 理 想的な人間というのは 誰 に対 しても林に軍張を崩さす 抜 殊とした構度を経持十

る人間たのである

◎ r同文同種J「―衣幣水Jと いう思い込みは緒てよ

水年 4月 以来の中国の反日デモに関するR本 側の報道や議評のなかて 決 定的に欠けて
いたのは 中 国人が 日 本人とはまつたくとう行動模式を取る人間である と いう認議だ

つた
。1今の r京アシア共同体J結 憲を見ても 中 日人のことを 殺 々日本人と規範や価値を
4L有できる存在である と 決めてかかつている 「同文同種j「

一衣韓水Jと いう言舞から

くる思い込みか 買 実を見る目を曇らせているのである

中国人に理解してもらおうという採駄な努力をするつもりiな いか` 日 本の同舶に対し

て我■日本人と中FH人がどんなに違うかということを最後に説明したい

◎ 「指案属棟J(シ ツウ/ カヽイ)を 理解せよ {集を増 して醜 (エンシェ)を 属る〕

案は畑にねえられる木て 秦 に素のエサになるが 機 =街 鷺樹や底木として植えられ

家■を作るときの材打となる喬木 (■〕ク■夕)で あつて 似 ても似つかない

つまり 「楽の本を情して機を電ちJと いうの ヽ 「本当の憲りの対無どri全体別のものを

攻撃するJという言味である 「=ワ トリを指して大を罵るJと言つても言味は同じである

中国人が怒っている時 そ の言葉を指春みにしてはいけない 中 国人 | ど んなときも

まだつて誰かを批Jし たり 攻 撃したりすることは決してない 当 革者を直接札判するこ

とi始 どなく こ の 「楽を指して模を罵ろjと いうやり方をf■
・
る つ まり あ る相手を攻

撃しているように見せて 案 主取のところにいる人を札判しているのである

だから も し中国人が面を向かって属り言葉や札判を投げつ すた時には そ れに直ちに

反応してはならない よ く相手を理纂し 彼 年が東に攻撃したい対象"柳 1のところにある
のではないかと考える｀きである

言い換えるたら 佼 草が書かないこと お らないことにこそ 事 の本質が潜んていると

いる本きなのである

(注) 一 末帯水    ― 席の帯のように狭iV中 ま たはれのことを指す

1 5貫 わら

日立台1業ff良小平氏肖像面を書かせ 候 FTしていたが 日 立」案 |1周年時 売 却要

求を表'た  し わし工尊をしてイiこれを植なし 貨 与したなどの座語多酸

OS64年 二牛郎印立50局字記念に3億円程度の碁全を計画して 日立製作所に肖像画

賞与代わりに高額寄付を要求したがS千 万円 卒 業生は5千 3百 方円専で合計 2億

1千 方日出来た

0大 学院及び郎ill程設立認可を得たが こ ク,ために県 他校と原子力捺合技術研究機

構設立を推避Ⅲ坪など各種努力語 裏都が紹介された
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囲碁会のご案内

囲挙を楽しみたい方はとなたでもお気ににご李加下さい、お待ちしておりまれ
1 運 営方針
１

２

３

４

囲碁を楽しみ、触塵を中心に選皆し 新 しい参加者を大いには迎しまえ
他京都との交流を進め 会 友制を実埼するなど対局相手を広げます。
点数領の運用で供力の調整を回り 縄 &に よる'掻 段を行いまう、
大会は3ケ月毎に定観的に開はし 年 間成績により表彰も行います。

2 200b年 の囲碁大会入策者

第 27回 200b年 2月 26日  李 加 13人

低聴 森 (工) 2位 穫坂 (初) 3位 高橋 (三〉 4位  海 野 (六)
第 2●回 200S年 5月 21日   効 口 15人
優勝 山 下 (六)2位 石川 (二〉 S位 照沼 (四)
4位 穂坂 (初〕6位  佐 欝 (七)

第 29回  2い b年 8月 20日  李 加 18人
優勝 玉 造 (四)2位 小白井 (四)S位 石川 (二)
4位 佐縛 (七)5位  市 僑 (三)

3 200576年 碁会日程 予 定

今後の予定 !各会Rに ご案内しますが 会 tB等の都合により変更が有りえま
すので幹専まで登録をお願いしま曳

第 30回  11月 27日 (日)0時 |●～16時 al

船綺市中央公民館
第 31回  2000年 2月 18日 (士)予 定

fル フ会のご案内

同惑会う レクで 気 径に 愉 供に 健 康に 1

◇ 秋のtrルフを楽しみましょう!

秋の同窓会」ルフに'加 募集中 連 態をやつていま丸
10月 21曰 くめ  集 合 9100 (ヨ ース)富 士カントリー芝山うレク4民業部
費男 ¥3)800〔プレー■昼旬 乗用カー ト セ ルフ+喜2)000(会 費〉

◇ あやめ会との合同コン本を企画していまえ
好群のあやめ会との合同ヨンペを今年も行いま丸
11'18日 (営)      (ヨ ース)す  カ ントリークラブ グ レンモア

詳細は計画中で汽

!速絡先1      高 張lt司 (38電 ) 〒 2000011 市 可市維満 1898う4
■ 1こFo、 0■86 i 5 0 0 F F

E mA■  talashitak■hagⅢ3m、2 tttnぃoJp

1 1
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光
画
像
や
持
業
廊

梅
　
な
の
青
業
の
上
に
好
文
事

Ｓ

万

電

　

塚
超

と

し
を

Ｓ

ｍ

段

　

櫓
山

　
郎
良

Ｓ

３６

金

　

小
室

　
哲
夫

Ｓ

２５

電

　

壕
越

と

し
を

″

Ｓ

ｐ

電

　

大

和

国
武
畿

Ｓ

加

践

　

一二
幣

　

正
人

Ｓ

打
金

　

小
室

　
哲
夫

″

山
形
俊

一
郎

芝
山
　
侑
労

於
　
市
川
中
央
公
民
館

鳥
居
出
て
本
ラ
ツ
ル
の
羽
根
全
開
す

学
び
合
に
面
彫
探
す
梅
雨
曇

城
な
く
も
万
石
の
庭
よ
み
が
（
り

湖
渡
り
来
し
青
薬
風
好
文
章

学
び
合
は
高
層
新
集
梅
雨
晴
問

汗
の
目
に
告
の
絞
舎
浮
か
本
け
り

新
緑
の
グ
ラ
ン
ド
に
録
沓
寛
え
あ
り

グ
ラ
ン
ド
の
験
は
広
く
な
り
に
け
り
　
　
Ｓ
仰
原
　
芝
山
　
佑
芳

工
学
で
街
興
し
せ
よ
↓
一
葵
　
　
　
　
　
　
Ｓ
２５
電
　
嫁
越
と
し
タ

梅
雨
時
間
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｈ
ｌ
の
文
字
が
鉄
を
吊
る
　
　
　
〃

（参
考
）

迫
倍
や
母
校
に
大
樹
茂
り
を
り

梅
雨
空
の
雷
鳴
を
背
に
母
枝
と
る

Ｓ
投
金
　
穂
坂
　
邦
光

〈
云　
友

　
平
野
　
昌
手

”

Ｓ
ｍ
短
竜

山
形
俊

一
郊

Ｓ
ｍ
機
　
構
山
　
邦
良

S  S

3“ Ⅲ3

原  福

電

Ｓ
兜
機
　
関
　
政
治

″

（環
趣
と
し
を
）
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「
恐

山
信

仰

」
　

　

塚
越
と
し
を

日
寄
せ
の
額
に
思
権
あ
る
日
の
盛
り

花
真
産
に
半
身
や
若
き
イ
タ

ヨ
な
る

硫
黄
噴
く
岩
に
汗
し
て
奥

の
院

子
の
供
養
石
積
み
に
添

へ
兜
虫

地
蔵
尊

へ
す
が
る
善
女
や
夏

の
草

風
章
良
く
廻
る
も

の
廻
ら
ぬ
も

の

縁
あ
ら
ば
天
よ
応

へ
よ
青
案
光

逢

ひ
た
く
て
来
た
よ
真
実

石
灼
け
て

白
南
風

の
紫
袈
裟
に
浄
土
見
し

五
智
如
来
記
る
夏
菊
枯

る
る
な
し

平成 17年 後期 俳 句 コンクール

十年  幌 . 募

兼 題  夜 案 、 手 袋 、 大 根
補 切  ■ 2月 25日

ダ己 夕こ  〒  2740822

船 橋 市 飯 卜il満 口T243721

塚 越  と し を
TEL/PAX   04 7-46 6-2 3 9 6
Eメール tura10s10msi biglobo■ojp

兼題にかかわらず、当季雑詠でも結構です。
ご家族の方夫々 に、気楽に投句して下さい。(5句以内)
随時 添 肖Jをお引き受け致します.無料です.

(に し FF肖1句 ● ヨンクー ル段句ィ=ご 遠 慮 下 さい )
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平成 13年 の新年会の御案内

(担当 酌 支部長 高 橋 浦 企 画 山 形 俊一郎)

平成 18年 の新年会は 少 し遠くなりますが外房の景こを満喫できる女房小湊

での開催を計画しました。千葉からの送迎付き新年全ですので 第 49回 の史跡

万歩会は度野山神野キでの初話を小湊選生寺の参拝とさせて頂きます。

多数の方々がご参加下さるよう 御 案内申し上げます。

平成 18年 1月 9日明 )午 後 12時30分～15■
ホテタレ『吉夕』 〈千葉県71川市小湊 1822 電務04 7095 2111)

「首夢』は誕生キのすぐ前にあります。特に屋上の天空庭園風呂

は財とめが素8Fらしくお効めです。〈入溶村600円は各自負担)

千葉 NTT前 年前 8時 50分 (下図参照)

NT tt19■Ol→FF山道木更薄南―座野山神野寺〈初指1030出発)
→ 「吉夢』着(11■9→躍生キ参拝仏浴希望者は入が
‐新年会(1230～1445)一 『吉夕』出発〈15■0)‐N ITK17●0籾
80oo円〈女1生7000円)

所

程

場〈
ロ
集

行

③

０

①

②

⑤

⑥

開催日時

場  所

△
= 費

O

その他  1)Ⅲ Ⅲ野寺は推古6年〈59ゆ里徳太子により開山され 付に表門は

国の重要文化財です。宝物駿には左を五郎の自蛇、朝鮮金板経

中国武士僑や恐竜の卵等がありますが、今回は初詣のみです

の 「吉夢』到着後 護 生キ参詣の方と入溶の方に〕1れて行動し

12時 15分ごろまでに芸会場に集まって下さい。

ゆ 入浴をされる方は六スタォルを F参 ください。

申込み締切日 移 カロ希望者は 12月 16日〈木)までに (山形俊―郎)ま で案

書か電話でご連絡下さい6

第6回 パス旅行(母校訪関)の報告

母技〈茨城大学工学ゆ訪間の日 (7 )々の 天気予

報は曇り時々雨でしたが定刻には会友の方を含め

32名 全員が集合。パスが道路事情で約 10分遅れ

てこ1着のため予定より遅れての出発。途中′`スガ

イ ドさんの楽しい活を聞きながら午前 11時過ぎに無事茨城大学工学部にこ」有。

早速多賀工業会の本部を訪問し 本部会議室で前理事長の村野井先生からは多

賀工栄会の現状にてのご説明がありました。さらに工学部の出羽先生から大学改

々現状についての興味深いお話い 際をなくす?)を伺つたのち 学 校をご案内rrl

き 首 さん入しぶりの母枝をほかしく見学されておられました。

その後日立港の魚センターで昼食を取り 水戸惜楽国では国内を約 1時 PR●散策

したあと 無 事西船補に帰着しました。

最後に色々お世話になった村野井先生 出羽先生及び本部の方々に厚くおIL申

し上げます
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平成 17年 度多賀工業会終会に参加して
大和日 武 最 (昭〕玲 モ〕

多省工業全の結会に 千 葉県支4と して党所前女部長に同行してとljlしましたので そ
のは汎と露点を以下に親告いたし三十

今年の経会十1社 合凍党の大=な 変十とにより 多 賀工柴会も重大士転悼め年になります
全負の皆様に(■,す の変化や同な全の詰壮れを認敵F=今 後の窯巳'iロド'ス ト■

ヤ

公私ともに更なる活躍や=授 協力を方願いいたします

1 開 催日 鵜 所 平 成 1,年 6月 2う日(■)大 lJ IF生全館(大阪市Jと区芝日)
2 歩 力‖者 ホ .tF工び各支部社員全員や関西支部全富など多数を加 ■人数|!80名
ヨ 理 t■会 結会について

31村 野井理事長張どの空点

1)■ 16年 ■り実施された独立法人|ヒの影醤 r 人 件費 研究費など骸しく削減され
今たの■部活動" b`配  救 たと卑ヽ長の推市ホ困難 二なつた
2)■ 17年 4月 から箇人情報保護とい施イiされ 新 手者の名挿が宇“側より出なくな
つた ま た 従 来含員からもfI々の要求が出て 同 な会としての会宮杷投が難しい

い 銀行の本ィォ7実 「LFの結果 向 な全財産い有効古用や保全のたいに 学 部に基4と
してホ付古用するとか 責 に分地 山世t7J比直し尊をL4めている

12歳 事関係
1)会 即改定 1次の主Z点 か改正■認された

0名 古会員一rh労全自(同な全清的に責献した全員)と変更
(千弾県支部て ! 原 田正夫 林 注 Ⅲ 日本‖ ■ 鷲正人 純 所裕の各氏)
」卜会貨で多貨工業会活動に功労"古 った人を 「名吉全営Jと する
0会 長仲を中八

」な会活動の責になどを含長すもら 衣 議を理事長かft進取り福いる
会F理 事長のに翔lt 2年と十る (に来 理 す長 i3fl

O理 41会 :型今は原即各支部より1名 とし材に理事会に匠二十る
(祉共 i告 支印より枝較出し|メユ亭と常任理学がいた〕
0正 ,tに
'41務
局
"を
開設する

0結 全岡催 i3年 毎-2年 毎(rrtt H 10千日立件台支部担当て開‖予定)
2)役 R ■ 17年度 ■下記の【うに決った

会長(新に)キ P月純―(J臼21専 電 元 工学部長 福占I専 校長)
却Ⅲヱ(改選)|「 野井徹宍(Un 40■竜)一号出浩一(昭12■ 電)
理事(千葉丹支=口 ,枕所格(F228キ 全)一指に」!良(帽30料 携)

4 :i慮 車 イ末ントとして)

Si師 キ 門能―氏(1召25専 ■)

元茨大工■節長 末 大名苦枚任 H17年 度より多質工楽会t72会長
臣頓 多 賀のじ 秋 城大■工宇部にまつ1,る事
語演撃旨

OS14年 生国にアニ専か逮立ざⅢた■ 多 賀工専もS月 22日 iヨ主 校 各 i Sl●年
出来た E土 製作所)コ 業 ,o□ 千記念存柔として :,土蛍全 i●●万円を全徳寄付
束ナエ■部が世nf役‖

D文 吉ヽ十1羊イ内に B大 ■工手部長会議右 こ れか最上倍(に工専立ら上げ1喘 役校)
末文はよ格 創 土時U土 Ⅲヽ多貨か問題になつたti多 賀に決ち 工 専か感詞fの音で

以下 10 R  F部 こつづ ( ― ～～

モ|



 
 

 このページには「支部役員・役割・連絡一覧表」が掲載

されていましたが、個人情報保護のため archive からは削除

しました。 

 元の記事を確認したい方は shibukanji@mbn.nifty.com 

へ連絡してください。 
 




